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メンバー紹介
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Shara Sumika Saaya Suke 
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名前の頭文字Sの高校生４人から奏でられる、

調和（Symphony.）

によって、世の中の多様性問題を

解決していきたいという想いから

チーム名を命名。

チーム名由来



活動動機

学校の集団行動に馴染めず、不登校になった経験がある。

海外に住む、教育を満足に受けられない貧しい子供たちを救いたい。

日本の英語教育では、英語を話せるようにならない。

子供たちの自ら学びたいという気持ちを育む環境づくりをしたい。
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バラバラの方向性を一致させたい！！

日本でさまざまな価値観を

受け入れる文化を確立したい！！
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 日本の学生たちが多様性について学ぶ機会がない 



なぜ
カードゲーム？
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中間発表

①英語教育

②不登校の子供たちの居場所作り

ティーンネージャーのコミュニティを作りたい！

子供たちのコミュニティを作るきっかけとなるカード

ゲームを作ろう！



多様性✖カードゲーム✖学び発見

9



活動目標
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学生に

ゲームを通して

楽しく多様性について

学んでもらう



事業内容

・オリジナルカードゲーム

　製作／販売

・カード体験イベント

　開催
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2/192/122/51/271/161/101/912月末12/2612/1712月中旬

方向性を決定

株式会社
クオリア

インタビュー
有馬先生

インタビュー

株式会社
アークライト
インタビュー

第1回
イベント実施 最終報告会

適応指導教室
インタビュー

「多You Say」
デザイン完成

LGBTの高校生
インタビュー

第2回
イベント実施

スケジュール

「多You Say」
完成



インタビュー先

・大田原適応指導教室すばる

・LGBTQ+の高校生

・桐朋学園　有馬佑介先生

・株式会社クオリア

・株式会社アークライト
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協賛

14

協賛会社：株式会社コザイク

協賛品　：キャット＆チョコレート　ビジネス編

個　数　：３０個（約６万円相当）

経　緯　：オリジナルカードゲーム製作にあたり、
　　　　　同社へインタビュー依頼を行い、私達
　　　　　の活動に賛同を頂いた。

活用方法：２回のイベント開催時に参加者に配布。



「多You Say」

表紙
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〜カード紹介〜

イベントカード アイテムカード

チームカード
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多様な人々の立場に立ち、その人の気持ちや行動を予想する
ロールプレイの要素を取り入れたカードゲーム

・世の中の多様性に関心を持ち知ることが出来る

・みんなでプレイすることで楽しみながら多様性に触れられる

・『多様性とは何か』を考える機会を提供する



「多You Say！」
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〜特徴〜

多様性がテーマ
高校生の等身大

の悩みを反映

当事者への

インタビューを

元に作成

デザインを1から制作
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カードゲームを通じてジェンダーの理解について学ぶ



■１回目

２月５日（日）１４時～１６時　

■２回目

２月１２日（日）１３時～１５時　　

イベント
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〜企画内容〜

「多 you say」の体験イベント

↓当日の流れ
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イベント
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〜当日の様子〜

■１回目

■２回目
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参加者の感想

● 難しいテーマも楽しく学べるので是非広めて欲しい

● アイテムカードが種類豊富で面白かった

● 多様性について楽しく考えることができた

● 楽しかった！

● 学校や仕事場でも使えそう

● 大人でも真剣に頭を悩ませて楽しむことが出来た

● 普段の生活では気づくことが出来ない発見があった



全体の活動
を通して

良かった点

▫ メンバーのチームワークが良かったこと

▫ インタビュー、カード制作、イベント企画の３つで大まかな役

割分担をしたこと

▫ 週１回以上はZoomミーティングを行い、進捗状況や企画に

ついて確認できたこと

▫ 「多様性について楽しみながら学べるカードゲーム」という既

存の商品が少ないオリジナリティの高い商品を制作、販売で

きたこと
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カードゲームの
改善点

▫ カードに登場する多様な人々について、ただ触れるだけでなく、

より理解を深められるような仕掛け作り

▫ カードに登場する人全員へのインタビューの実施

▫ 既存のカードゲームに頼らないオリジナルのルール作り

▫ 価格設定

▫ イベントの集客方法
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収支
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収入　５２，５００円

内訳：カード販売＠3,500円/個×15個

支出　４２，４６０円

内訳：カード製作費用＠2,123円/個×20個
※5個は、イベント時に使用。

利益　１０，０４０円



寄付先
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寄付先団体：　「大田原適応指導教室すばる」

理　由　　：インタビューを通じて、不登校児童や学校以　　　　　　

外の場で学ぶ子供達の社会的自立を目指すと　　　　　　いう団

体の活動理念が、マイノリティについ　　　　　　てもっと多くの子

供達に知って欲しいという　　　　　　私達の想いが反映されると

考えたため。

寄付金額　：１０，０４０円
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　私たちがこの活動を続ける

これから、イベントに登場する当事者の方にインタビュー

をさせて頂きます。それに加えイベントなどで頂いたフィードバック

をもとにカードゲームをもう１段階進化させます。

これまで、多くの人、企業の方々、当事者の方と関わる中で

それぞれの多様性についての考えや問題意識であったり

「周りの人に打ち明けられない」「周りの人にバカにされる」

などといったお話も当事者の方から聞いた。

さまざまな人の思いを知った私たちができること・・・

多くの人に「多様性とは何か」考えてもらう機会を提供し、

お互いがお互いを尊重する世の中に変えたい。

そのためには、私たちが活動を続けて多くの人にメッセージを届ける。

継続して活動をすることが最も大切だと考えている！
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正直、最初の２カ月間は何も決まらずずっと止まっていた・・。

プレゼンなんて夢のまた夢だった・・

チーム内でも意見が割れて、みんなで考えることを繰り返した・・・。

全てのチームの中で１番遅いと言われ焦った日もあった・・

楽な道のりじゃなかった

しかし！！

誰一人欠けることなく最後まで皆んなで笑って
この日を迎えられた。
私たちはこれからも活動を継続し、楽しむことを忘れずに
「教育問題」の解決に貢献したい。
そしてこのカードゲームはそんな私たちの第一歩です。
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多様性を学ぶことは勉強じゃない

高校生が「多様性」について考え、
アクションを起こすことに意義があると信じています！

『何回立ち止まっても前に進める』

私たちとこれからともに挑戦し、サポートしてくれる
仲間を募集しています！！

問い合わせ⇒　koukousei.challenge4@gmail.com
                                       Instagram⇒    symphony.04

mailto:koukousei.challenge4@gmail.com


ご清聴有難う
ございました！
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今後の活動にご期待ください


